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インターナショナルスクールを軸とする“国際ステーション”

【概　　　要】
●英語で保育を行う保育所、子どもから大人までの英語塾。
●外国人への多言語対応のインフォメーションスペースの設置。
●国際交流ラウンジの設置。

【選定理由】
○大阪では外国人の訪問が増えており、いずれ外国人の定住先も必要となってくると考えられるが、現状は住む場所が
ないので必要。
○案としての熟度は低いが、高石は関空も近く、今後のまちの発展の可能性としてインターナショナルスクールの誘致は
良いのではないか。

自転車を活用した健康・スポーツ推進施設

【概　　　要】
●浜寺公園や第一号泉北臨海緑地を活用した自転車専用道路の整備。
●自転車専用道路利用の拠点施設の構築（駐輪場、シャワー施設等の整ったケア施設）。
●ショップ・事業所の誘致（自転車店、スポーツショップ、飲食店等）。
●子供向け自転車スクールの開催施設。

【選定理由】
○今後、施設の整備による波及効果まで考えられている点を評価。

高い石をつかむ市、高石市。日本を代表するクライミングの聖地へ！

【概　　　要】
● 旧市民会館・図書館を日本最先端のスポーツクライミングができる施設につくりかえる。
●スポーツクライミングの第一人者をアドバイザーとして招集。
●子どもから大人までが自由にスポーツクライミングを楽しめる施設として活用。
●日本を代表するようなトップクライマーの育成も行う。
●スポーツクライミングの国際大会なども行えるようにする。
●夜の仕事帰りのビジネスマンやビジネスウーマンの利用を想定。

【選定理由】
○ネーミングも含め、単純に面白い。スポーツクライミングはオリンピック競技にもなった。余所にない難しいルートなどで
話題になれば流行するのではないか。

海に開かれた高石で、海に育まれた日本を体験する

【概　　　要】
●高石漁港を核にした漁業体験拠点（船着場・食事休憩施設）海の幸をバーベキューできる場所としても活用。
●工場夜景の観光拠点（船着場・オリエンテーション施設）。多彩な工場が立地する高石ならではの観光ツアーの拠点と
する。
●社会科見学の出発拠点（臨海工業地帯の発展・環境対策を学ぶ拠点）、企業研修の拠点（臨海の立地企業等が活
用）。
●地域住民のコミュニティー拠点。外国人観光客との交流や、地域住民同士の交流の場。
●あえて今の施設（昭和の雰囲気）をそのまま活かし活用。比較的安価で利用できるようにし、演劇や音楽等、夢を追う
若者が利用し、集う場所として活用する。
●定期的な昭和の名作映画の上映や演劇公演での活用。
●建物の昭和の雰囲気を活かし、映画やドラマのロケ地としての誘致を行う。
●企業や学校の研修施設（社会見学、企業内研修、環境教育）。

【選定理由】
○漁港と工場夜景のカップリングは高石らしく面白い。
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